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The Research of the Ability that Recognizing the Form
 





This study investigated the ability of recognizing the stereo of the student who studies the
 
architecture.The trihedral figure was used for the investigation.As the result,the ability of
 
recognizing the stereo is improved,as the school year is higher.And,the oblique plane is
 
difficult to be recognized.The stereo is easy to be recognized of that the sketch is described.
It is important to describe the sketch for the stereo recognition.There is the relation on the
 
stereo recognition with the result of the design practice.
:solid,trihedral figure,design drawing
 











































































































































































































































































































































6. ま と め
建築工学科の学生を対象とした三面図による
立体把握能力の調査を行った。立体把握能力は
スケッチが描けることと関係があり，またス
ケッチを描く能力は製図および設計科目の成績
とも関係があることが分かった。また立体把握
能力は学年の進行とともに正解率も上がってい
る。一方で，斜面の理解が劣っており，製図お
よび設計科目において課題内容を検討する上
で，これらの点を考慮する必要があると思われ
る。今回の調査では各学年を半年ほど経過した
学生の立体把握能力を調査したが，授業による
学生の立体把握能力の変化を調査するため，継
続して立体把握能力の変化を調査する必要があ
ると思われる。また，立体把握能力に効果のあ
る教育方法を明らかにするために，他の学部学
科と比較し，建築工学科に所属する学生の立体
把握の特徴を明らかにすることが必要であると
考えられる。
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